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楚
系
文
字
を
素
材
と
し
た
作
品
制
作
─
郭
店
楚
墓
竹
簡
を
中
心
に
─

中
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　拓

　也
（
大

　郁
）
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aiiku

）N
akam

ura

　長
江
中
流
域
の
北
側
に
位
置
す
る
湖
北
省
は
、
春
秋
戦
国
時
期
に
は
楚
国
の

中
心
地
区
と
し
て
繁
栄
し
た
古
代
楚
文
化
発
祥
の
地
で
あ
り
、
気
候
は
亜
熱
帯

に
属
す
る
湿
潤
な
土
地
で
、
江
陵
・
襄
樊
・
武
漢
・
隋
州
・
鐘
祥
な
ど
の
歴
史

的
都
市
を
有
し
た
地
域
で
あ
る
。

　一
九
九
三
年
に
は
荊
門
市
郭
店
村
で
郭
店
楚
墓
竹
簡
が
出
土
さ
れ
た
。
竹
簡

は
八
〇
四
枚
、
有
字
簡
は
七
三
〇
枚
に
の
ぼ
り
、
内
容
は
戦
国
時
代
の
典
籍
一

八
編
の
写
本
で
あ
り
主
と
し
て
道
家
と
儒
家
の
書
籍
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も

副
葬
品
と
し
て
漆
器
、
陶
器
、
竹
器
、
方
形
銅
鏡
な
ど
の
銅
器
、
七
弦
琴
な
ど

も
発
掘
さ
れ
た
。

　竹
簡
の
書
体
は
、
当
時
楚
国
で
通
行
し
て
い
た
円
転
を
主
と
す
る
や
や
縦
長

の
結
体
を
し
た
い
わ
ゆ
る
楚
系
文
字
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
の
書
法
的
な
部

分
が
優
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
専
門
の
書
写
集
団
に
よ
っ
て
写
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　こ
こ
で
、
楚
系
文
字
を
制
作
の
素
材
と
し
て
扱
う
際
に
文
字
の
正
確
性
に
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
書
写
集
団
と
は
い
え
文
字
の

書
き
手
の
癖
や
間
違
い
に
よ
る
文
字
の
変
化
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
と
し

て
文
字
の
中
に
は
無
義
的
に
線
の
繁
化
を
行
っ
た
も
の
、
点
画
の
連
続
や
省
略

に
よ
る
簡
略
化
、
偏
旁
な
ど
の
写
し
間
違
え
に
よ
る
異
体
字
等
様
々
で
あ
る
。

　漢
詩
や
語
句
を
創
作
し
よ
う
と
試
み
た
際
に
は
こ
う
い
っ
た
間
違
っ
た
文
字

を
使
用
し
な
い
よ
う
正
確
に
書
く
と
い
う
こ
と
が
そ
の
文
字
を
更
に
知
る
こ
と

に
繋
が
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
今
作
は
「
福
應
」
の
二
文
字
を
楚
系
文
字
の
書

風
に
て
書
き
上
げ
た
。
楚
の
特
徴
的
な
部
分
を
今
一
歩
作
品
に
表
出
出
来
な
か

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
今
後
の
課
題
と
し
て
い
き
た
い
。
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